
砒
素
は
そ
の
化
合
物
で
あ
る
鶏
冠
石
や
雄
黄
が
前
四
世
ご
ろ
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
一
派
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う

し
、
ギ
リ
シ
ア
時
代
に
病
気
の
治
療
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

錬
金
術
師
た
ち
は
、
硫
黄
と
同
様
に
金
属
の
原
成
分
と
象
な
し
て

い
た
。
単
体
と
し
て
は
一
三
世
紀
の
錬
金
術
師
マ
グ
ヌ
ス
（
シ
、

巨
樹
９
ｍ
）
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

一
七
世
紀
の
ザ
ク
セ
ン
の
鉱
夫
達
は
砒
素
と
化
合
し
た
コ
バ
ル
ト

の
鉱
石
で
あ
る
ス
マ
ル
タ
イ
ト
（
ぬ
冒
騨
言
蔚
）
を
溶
解
す
る
と
銀
白
色

の
金
属
を
生
ず
る
が
銀
で
は
な
い
こ
と
、
同
時
に
毒
性
の
あ
る
砒
素

の
フ
ュ
ー
ム
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
や
ま
さ
れ
、
こ
の
鉱
石
に
は
コ

ポ
ル
ド
斧
。
ｇ
丘
）
と
い
わ
れ
る
悪
霊
が
宿
る
と
信
じ
た
。
こ
れ
が

コ
バ
ル
ト
の
名
の
は
じ
め
だ
と
い
う
。

元
素
の
一
つ
と
し
て
砒
素
と
コ
バ
ル
ト
を
発
見
し
た
の
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
プ
ラ
ン
ト
（
。
．
厚
§
合
）
で
、
一
七
三
三
年
の
こ
と
だ
と

砒
素
中
毒
の
歴
史

三
浦
豊
彦

ア
グ
リ
コ
ラ
（
。
．
シ
四
片
○
毎
）
は
デ
・
レ
・
メ
タ
リ
カ
（
己
①
閃
①

胃
①
厨
罠
８
〉
忌
忠
）
の
な
か
で
、
砒
素
と
コ
バ
ル
ト
化
合
物
、
当
時
、

カ
ド
ミ
ア
（
の
且
目
“
）
と
よ
ば
れ
た
も
の
が
労
働
者
の
手
の
皮
膚
、

肺
、
眼
を
お
か
す
の
で
、
こ
の
取
扱
い
に
は
皮
の
ブ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
肘
ま
で
の
長
い
手
袋
を
必
要
と
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

明
の
崇
禎
一
○
年
（
一
六
三
七
）
に
宋
応
星
の
『
天
工
開
物
』
が
刊

行
さ
れ
た
。
中
国
で
は
余
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
日
本
で
は
明

和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
大
阪
の
書
林
菅
生
堂
か
ら
和
刻
本
が
刊
行

さ
れ
て
、
技
術
書
と
し
て
大
い
に
影
響
を
与
え
た
。
本
書
の
な
か
に

砒
素
の
精
錬
の
章
が
あ
る
。
砒
霜
（
砒
石
を
精
錬
し
た
粉
末
）
を
焼
く

原
料
と
し
て
砒
石
を
土
窯
に
い
れ
て
石
炭
で
焼
く
、
こ
の
時
、
作
業

者
は
必
ず
風
上
へ
十
余
丈
以
上
離
れ
る
。
風
下
で
は
草
木
も
糸
な
枯

れ
る
。
砒
焼
を
す
る
人
は
二
年
た
つ
と
転
業
す
る
。
そ
う
し
な
い
と

鬚
や
髪
が
全
て
落
ち
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
少
し
食
べ
て
も
直
ぐ
死

ぬ
。
山
西
の
地
で
は
、
豆
や
麦
を
ま
く
時
に
必
ず
そ
の
種
子
に
ま
ぜ

は
た
り
す

た
り
、
田
の
萸
鼠
の
害
を
駆
除
す
る
の
に
用
い
る
。
寧
州
や
紹
州
の

稲
田
で
は
必
ず
砒
霜
を
用
い
、
早
苗
の
根
を
漬
け
て
豊
収
を
得
る
。

そ
の
他
火
薬
の
製
造
や
銅
に
ま
ぜ
て
白
色
の
合
金
を
作
る
の
に
用
い

い

う
0
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る
と
書
い
て
い
る
。

石
見
銀
山
鼠
取
と
い
わ
れ
た
も
の
は
徳
川
時
代
の
砒
素
を
含
ん
だ

殺
鼠
剤
だ
っ
た
。
日
本
で
も
『
天
工
開
物
』
と
同
様
な
砒
素
精
錬
を

や
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

十
九
世
紀
中
頃
に
は
亜
砒
酸
銅
の
シ
ェ
ー
レ
緑
（
ｇ
の
：
〕
“
囚
⑦
ｇ
）

が
染
料
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
慢
性
砒
素
中
毒
が

発
生
し
た
。
症
状
に
は
鼻
か
ぜ
、
嘔
吐
、
結
膜
炎
、
喉
頭
炎
、
皮
層

炎
な
ど
だ
っ
た
。
一
八
八
○
年
に
は
巨
砲
島
８
扇
Ｃ
ａ
の
ｑ
ｇ
Ｆ
ｏ
ａ
ｏ
目

が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
て
い
る
。

砒
素
や
そ
の
化
合
物
が
産
業
で
広
く
用
い
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
関

連
す
る
多
く
の
職
業
で
癌
が
発
生
し
て
き
た
。
一
八
二
○
年
に
パ
リ

ス
Ｑ
・
Ｐ
思
房
弓
謡
１
房
認
．
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
地
方
の
医
師
）

が
錫
溶
解
工
に
砒
素
フ
ュ
ー
ム
で
陰
嚢
癌
が
発
生
し
た
こ
と
を
認
め

た
。

一
八
八
八
年
に
は
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
（
陸
こ
。
ご
凹
号
自
国
員
。
匡
層
。
ご

勗
麗
ｌ
乞
届
）
は
乾
癬
治
療
の
た
め
に
数
年
間
砒
素
剤
を
服
用
し
た

三
四
歳
の
男
子
に
発
生
し
た
皮
層
癌
を
報
告
し
て
い
る
。

一
九
○
三
年
に
序
謁
①
は
含
砒
物
の
粉
塵
が
肺
の
障
害
を
お
こ

す
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。
一
九
三
四
年
に
国
ｏ
ｐ
ｑ
が
羊
を
含
砒

殺
虫
剤
で
洗
う
作
業
者
に
発
生
し
た
肺
癌
を
報
告
し
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
足
尾
銅
山
の
産
業
医

の
小
林
袈
裟
夫
が
亜
砒
酸
精
製
業
者
の
皮
層
障
害
と
皮
膚
癌
を
報
告

し
て
い
る
。

宮
崎
県
の
土
呂
久
の
亜
砒
酸
鉱
山
で
は
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）

か
ら
第
二
次
大
戦
に
か
け
て
亜
砒
酸
の
製
造
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
働

い
た
男
女
、
そ
れ
に
付
近
の
住
民
に
皮
層
障
害
や
呼
吸
器
障
害
が
発

生
し
た
。
こ
の
鉱
山
で
製
造
さ
れ
た
亜
砒
酸
も
瀬
戸
内
海
の
大
久
野

た
だ
の
う
み

島
の
東
京
第
二
陸
軍
造
兵
廠
忠
海
製
造
所
で
毒
ガ
ス
（
び
ら
ん
ガ
ス

の
ル
イ
サ
イ
ト
、
く
し
や
承
ガ
ス
の
ジ
フ
ェ
ニ
ル
シ
ア
ン
ア
ル
シ
ン
や
ア
ダ

ム
サ
イ
ト
）
の
原
料
と
な
っ
た
。

土
呂
久
地
区
は
現
在
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
第
二
種
地
域
（
水

質
汚
濁
関
係
）
と
指
定
さ
れ
、
被
認
定
者
は
二
○
名
で
、
そ
の
う
ち

二
三
名
が
死
亡
し
て
い
る
。

昭
和
三
○
年
（
一
九
五
五
）
六
月
前
後
に
西
日
本
一
帯
に
人
工
栄

養
児
の
奇
病
が
発
生
し
た
。
そ
し
て
八
月
に
は
こ
れ
ら
の
乳
児
の
飲

ん
で
い
た
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
か
ら
砒
素
が
検
出
さ
れ
、
奇
病
の
原

因
は
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
中
の
砒
素
と
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
砒
素
は

ど
の
よ
う
に
し
て
混
入
し
た
か
と
い
う
と
、
粉
乳
を
製
造
す
る
際
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に
、
粉
乳
の
溶
解
度
を
た
か
め
る
目
的
で
、
森
永
ミ
ル
ク
の
徳
島
工

場
で
原
料
乳
に
「
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
」
と
し
て
添
加
し
た
も
の
に
不

純
物
と
し
て
砒
素
化
合
物
が
混
入
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
添
加
物
は
日
本
軽
金
属
清
水
工
場
の
産
業
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、

次
為
に
業
者
の
手
を
経
る
う
ち
に
精
製
さ
れ
た
「
第
二
燐
酸
ソ
ー

ダ
」
に
化
け
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
な
か
に
砒
素
、
バ
ナ
ジ
ュ
ゥ
ム
、

ふ
っ
素
な
ど
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
わ
け
で
、
昭
和
三
○
年
（
一
九

五
五
）
の
八
月
か
ら
一
○
月
に
か
け
て
の
砒
素
ミ
ル
ク
に
よ
る
乳
児

の
患
者
数
は
九
、
七
一
八
人
で
、
死
亡
者
は
六
○
人
で
、
今
も
な
お

後
遺
症
の
残
る
人
々
が
い
る
。

職
場
の
砒
素
癌
は
昭
和
五
五
年
ま
で
に
四
一
例
あ
る
。

な
お
、
最
近
の
先
端
的
な
半
導
体
製
造
で
は
ア
ル
シ
ン
（
砒
化
水

素
）
の
使
用
が
注
目
さ
れ
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

河
口
信
任
の
河
口
家
は
河
口
良
庵
を
師
と
す
る
。
即
ち
、
良
庵
が

三
十
八
歳
長
崎
住
で
カ
ス
パ
ル
外
科
で
活
躍
中
に
、
京
都
か
ら
長
崎

に
遊
学
し
た
野
田
房
頼
は
良
庵
師
に
入
門
を
し
て
、
見
込
ま
れ
て
、

二
十
三
歳
で
養
子
に
さ
せ
ら
れ
て
河
口
房
頼
と
な
り
、
良
庵
の
良
を

貰
っ
て
師
よ
り
良
閑
の
名
と
免
許
皆
伝
（
カ
ス
パ
ル
医
学
縁
起
記
と
、

別
に
、
免
許
皆
伝
）
を
得
た
。

由
来
、
野
田
↓
河
口
家
は
京
の
実
家
の
地
に
戻
っ
た
処
、
名
医
の

誉
れ
が
高
か
っ
た
の
で
、
土
井
藩
に
召
抱
え
ら
れ
、
そ
の
孫
信
任
が

長
崎
栗
崎
道
意
に
学
ん
で
栗
崎
流
医
学
も
修
め
て
、
後
年
、
京
都
で

解
剖
を
行
い
蘭
害
の
正
し
き
を
知
っ
て
「
解
屍
編
」
を
刊
行
し
た
。

杉
田
玄
白
の
解
体
新
書
に
先
だ
つ
こ
と
二
年
。
信
任
の
孫
は
、
玄
白

に
入
門
し
、
曽
孫
は
兄
は
成
卿
、
玄
朴
、
弟
は
玄
朴
、
諭
吉
に
学

び
、
本
邦
の
名
医
家
と
な
っ
た
。

処
が
、
良
庵
は
子
供
が
な
い
の
で
、
無
理
矢
理
に
野
田
氏
を
養
子

解
剖
学
者
河
口
信
任
の
河
口
家
家
譜

川

島
恂
二
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